
ラウジネスに関する研究　IV

ラウジネス部に共存する異物について

荻原清治*

Kiyoharu OGIWARA, Studies on the Lousiness in Silk IV 

On the Dust (Impurities) exists together the Lousiness

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1950年1明1日受理）

　　　　　　　　1．緒　論　　　　紺襯入したもの等で生紬欄｛した・⑨關に蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した鰭｝閉蟻に濾過洗灘した乾燥窒気を送り，　この小のビ

ラウジネス部にあ禰の鋤の共存しているもののあ　ニール1納贈繭させた繭解嚇，轍し識奪練灘
ることについては・既に伊太利セこおいで）（］89°～189（S）　硝子濾過器で濾し，灘llま一区宛ビ．．カ，．に入燃をし

甑D・E・D°utyお」・びK・B・L・n・b2）・三1，1・　IPL氏：］）等　噛芥の入ら糖ようにし，水灘もll撫水鯛い欝

によつて指摘され・糖りもこのよう娯物が2°％から　籾・磁灘して鋤の混入附鯛坊いだ試料をつく

70郷も及び・これがラウ淋酬1の灘に嫡勧な　った。

源因で魏ことを捌凱た・　　　　　　（川嫡嚇法，鋤のうちラウジネス内においで鋼
しかし懲ラウジ脇の研究にあたつてこの共刎雛　徽で蔽1働らオ・るものと謹甑搬で構細繍窪

対する関心は融り1，く肱かつた・概この異物に対　麟かすと残留邦勿として現われ跳のと踊こと嚇團

する関心が高くなり・轍蛾腿氏B）等によつ嘱　L，前翫蹄・1勺（肉纐勺膿物儲端納異物と
つた観点からの報告が行なわれた。すなわち満水民はラ　　　名付けた。検費三et．loo倍の顕微鏡を用い，①始めに⑧肉

ウジネスの形態または成分において二種のあることを報　　　眼的に異物の認められるものと，⑤異物の翻められない

告し・一つは蛋自質系の成爾形態をとり・一つは欄1麟　　　ものとに区別した。②次に①の⑤をとり，これに0．6～

系の成分形態をとつていると儲し・儲を・噸畷物　・．7％／・uの鋤・ソーe＝ヤ液，ま燃4・％の轍液（新

と考えその形成駆として漏糸撒上の樋程をあげ・　鰍ものは30％カミよい）勧薩た。この液な加禍と繊

このものは絹糸腺内において発生するとして枇の注目身　　維の種類，太さ等にょって溶解の遠瞳が畏なる，そして

あびたのである・これに対して妹尾風まこれ等曝物は　前者では絹の微5田部は膨潤を趨し乍ら速かにとけ汰い

精練絶等の絹の取扱中に周囲から混入して来る踊物　部分はおそく，木線スフ等はとけない。（この濃度縞

質であるとの見解をとつている。著者はこれ等の異物は　　　めると繊維素性のものも溶ける，また時間的な影響もあ

処理中に周囲から混入して来ると考えていたのでこの考　 る）後者では絹は膨潤することなく微細部からとけ，木

えを検討するために一一つの契験をしたので報告すること　　　綿等の繊維累質はのこる。このようにして両種異物の混

にした・本報告はその概署を製糸絹研究発衷会（1955一　　　入率を求め，次にこの異物の腫類について予め準備した

11）で発表した・　　　　　　　　　　標本と対照，Lヒ較して異物の種類を検臨決定した。

　　　　　2・材料および緻の方法　　　　　3燦験の結果および考察

A：対駆とし礁徽にとつた絹布・絹綿よび繭　調査し燃勲繍して示すと第畷のようで踊。

層議護鞭驚奨繍瓢震煽蒲・塑るよ・囎的異物は・・一・・％内外㈱

す磯芥萬薩の机塒曝鮒る塵芥礁め，i、、2・し　られるが・灘的異物眺に多くな脚’1脇もあつた・

を添”P・Lた精撚を用い備縄醐層および生糸，（因　したがつてラウジ祁部の実際哩物膿に全ラウ跡

にご噸芥物繍顧の畑分は糊，ス・，繍牌　紳には5°～7°％Pこ漣していることになる・従難の
であつた）②糖液帳さ・．2．一／皿m，　v。切断し醐　灘隈物こついては全く湘されて紡なかつたが上

一．＿．．一．一
@　　＿一一，．一．．一＿＿＿．＿＿．．一　．＿ttt－一一一一一一一＿．＿．＿一．　　の結果から見て，このものが染色の際の淡染の有力な原

＊信州大学繊維学部　製糸原料学研究室　　　　　　　　　因であることがわかるのである。またラウジネス部の性



84　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州・大単繊維学親～研究・報告　第6母

Tab置e　　1

一一　｝「皿T　　　　　　隔
Samp工e　to　used　for　experiments

＿　、　　　　　　　．　　　　　、．　　　　　　　　　　　脚順刷騨騨一■一騨

A1．　Taffeta（Fabrics）

A2　Raw　sillc　of　Eur．19×chi　1．7

　　　　　　　　　　　　　　　（／937）

As、Raw・s1lk　of　Kokusan　kai　1×

　　Lg　chi．　109

A弓，Sample　was　sent　back　from
　　USA（1937）

B↓aRaW　s口k‘》f　Eur。19．×chi．17

　　degummed　in　the　bath　of
　　soap　solution　m｛x　with　dus七

Blb　Cacoon　husk　of　Eur・19×chi
　　17degummed　in　the　bath　of
　　s。ap　sQlution　mix　witll　dusヒ

B1．c　Equally　tb　b　ofB±．

Bu　Raw　silk　of　EurD　　19×c！1i　17

　　degummed　in　the　bath　Qf
　　sgaP　SQlutioロ　mモxed　with　a
　　small「piece．　of．silk　fiber

Bミla　Cocoon　husl〈Qf　Ryo　chi。122

　　』×kai，　nichi　122　was　maked

　　by　speeiai　clearing　lcondition

B鵠bCocoon　husk　of　I〈ai・　nlchi
　　　122×Ryo．　chi　122，wag　ma・・

　　ked　e訊uaUyto　aofBn

Test　］．

Lousiness　itl　appearently

　FIOSSy　　　　　　Impurity

工ousiness　　　　mix．

　％
62．3

62．2

69．8

57・，　4

17。8

　％
37，7．

37．8

10．2

42．6

82・2

Test　2　　　　　　　　　Tota！　result

蕊躍砦謡、Pゼ「e　rrr・・

57．2

81．0

68．5

．94・7

100

Pure　flOSsy　L

　％
63，0

44．　8

56．8

51．1

12．5

　　　1
　　　1
42。8　　1　　　　　56，5

　　　L
19．0

31，5

7，9

46．2

　　　L
5．3　　1　　　　94，7

　　　1

0 73，　O

1　　圃　　1　・　＿『

Impurity　I。・usineSS
MIx．

i

　％
37，0

55．2

43，1

48．9

87，5

43．5

92．1

53，　8

．5．3

27，　O

　％
38．6

26．9

51、3

28．7

2．3

31．7

6．4

31．5

I　　g4・7

73，0

1mpurity

　　蹴ix，

　　　　％
　　　61、4

73．1

48、7

71．3

97，7

68．3

93．6

68．5

、　　　5，3
1

27・0

Remarks母ample　taken　f・r　test　is　200　piece3

　　　　　　1n　the　total　result，　true　lousimess，　which　is　only　consist　of　flossy　part　of　mlcro－fine　fibriR，f　6ilk

　　　　　　D・・七（imyP・・ity）ml・t・t・、　whi・h・・i・t　t。ST・th・・imyp・・ity。ther　th・画lk　fibe・

状を調査する場合にこの．潜在的異物を無視することは見　　　にも達しているのである。この察実は精練過程におし・て

解上に誤りを犯す危険が考えられる。またこの異物が後　　　も興物の混入することを示すもので，その渇入琳や三異物

述するように主として集合型㊧ラウ鷲ネスに見られるこ　　　の種類も精練液内に存在す．る異物の性質や形状によつて

とから考えて，微細繊維の集合部形成に電要な役割をす　　　差があると考えられる，次に対照区の試料をとつて興物

るのではないかと推定するのである。次にBlの：t，b，　　の樋類を調査して見ると次のよ5であつた。

cの結果を見ると異物混．入率は著しく増加して偲～98％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab！e　2　1〈inCls　of　the　dusts（impurities）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nv・〈i…　C・・・…Bas・f・b・w・・d　l……・・u・…匿旦恐i’，融pasi　W・・1　Silk

＿i　　　　
@　　　　　　－－t　ド　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　t－　ff　　　　　　－　nvt　　　　　ロ　　コ　コ　　　　’　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

辱％・f．孤i・．．　48・8　7・3　12・2i19・5　．2・4　　2・4　7・Oi　O

，RGmqrks．　Sample．taken　is　200　Pieces，　S・f・
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この線睨ら編よう唄q勿物灘素細のもの　い翌邑伽泓縮雄べたa・である．その結果喉験で
の醐靴伽て高く・　！xtfi－tl，’1’vyJe）9・燦も達している，　眼物咄入率醐・1嚇たが（鋤の含櫨嵯力・あ

特にﾐ1片嘱磁本試料で購無であつた贈くにこの　・ため備撒燃力瞭繍i片・み曜綿、、全く認

よう繍果喉験闘いた闘：中噸鱗蒲のものカ・　め㍑と醐来なかつた誇畢1襯入部2・・ケ所をとつ
多く含斜・ているため嚥1きたので臆いかと轡う擬1｝U　て調べた例鰍一」一と．

があつたので，脚9x拠7の‘II三糸をとりB，，の精練を行　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab置e　　3

　　　　％°fmix　　　i　　oi　28・・i　71．・
このように繍片の捌瀦匹は全く発馴来ず，・　れば謝痘灘鋤欲糊のものは外部から猟し渤

の場合にも網横の豊・嫡ものが主として畝すると　質ど旦一励腰当で肱いか認・た第畷のB、伽臆

這麟繍濫騰麺搬麦℃讐｝譜鼎　端灘顯曇驚鰹諜鞭漏磁繊認

鑓蟹徽鰯灘㍊樋£1蒲驚　畿懲諜羅こ説灘殻撫鵬
蹴繍：繍趨濾撫鷺霜聯｛謙言　雛毒廉徽灘纂墾篇灘鵬差巖

のよう娯物鮪：耐る限蝋d・槻物咄入購　ltl絶熊する薦う・と解可能軸る．そして織維
け得られないので脈いか・B・の“画c・隙喘蹴　1・微細頒が起る顯が撫ボ必蝿込禦絡が櫛と
こ縫物lita－）ているのである・しカ1し工以ホリエ槽　翫ざる鮒ないのでlli、る．燃した繍灘の撚望，

・ン検査のよう嘲納騰したもの酬べるとラウジ　飴を鯉ヨ描・ついては購繍・）したが，以上傭
ネス部以外の絹の平行糸状の部にも毎くの附着物を認め　　　婁験からして銀物の細片が絹繊維a）附近に存在している

るのであるが・これらも絹糸の摩黙よつて越た欄　と，微細繊維の魏慌il形露勤鴬のものが1蝋燃

気のた耀鱒の灘物蝦鮒るためであろう・さら　椥勺襯をなし・の羅物洲・心となつてll購雛す

に上の推魁確めるためにB面aおよびbの鍬鮪　・）で駄いかと饗える，酷鰍繊繍鞭雛の荷．
つたのである・その紬果は第畷のようセこ異槻入率は　醐係・）が撒してし・ることは既蜘られていることで

灘してiiltcのである・すなわ嘱襯入率は・対駆　ある，絹糸曝瀕の吸酢用については鰍髄めて
（A区）の50剛70％明して・この区でをよ5・0～27・0％　いる。

と激減している。この異物についても鑑定を行つたとこ

ろ大部分は木綿木質，スフ細牌であること嬬めた。　　　　4・摘　要

この結果から考えて若しこれ等の繊維素系統の異物力辮1　　　1，ラウジネス部にある蝦物のうち，顕微鏡で鷹接紹

糸腺内に発生し絹糸の一部分をヲ診成している物質であ　めることのできるものを卿酌異物紺の齢1繊維部除

るとするならば，B1の処理や・B・9の処理によつても轟物　　　去（溶出）後に現われるものを潜在的異物と名付けた。

の混入率には大した差は趨ぎない筈である。この点につ　　　　2．ラウジネス都の銀物の翼の灘入率は顕微鏡で偉接

いて満水氏は繊維素系ラウジネスを形成するものは（こ　　認められる数より液力・に，趨で顕在的な異物σ）麗入率は

れ娯物跡し）繭糸の1部分であるセリシ紳にある　蝦入率の塁尋，50％内外で諭た。溜在膿物纏え

繊糠性の酬莫で・これ備量練によつてセリシンを剥脱　るとそのz昆入，靴金ラウジ勅の5〔〕～7。％が異物を翻

すると絹糸から分離して集禽して来るのであると雷い，　　　入していることになる。

．そ㊧混入率や・外部から混入附薔する異物については全　　　　3．混入する異物の大部分は絹とは異質の1吻質である。

然述べていないので・妹尾1氏や著者の言う異物とは異・な　　　本実験の試料では綴物の90％内外のものが繊維素性の物

つているかも矢llれないから少なくとも著者等の篇う大部　　　質であった。

分の異物の中には入つていない。このような見解からす　　　　4．この異物はラウジネスの形態中，大部分が集合型

』三璽哩堕塑一．9聖駄兜1ご蟹蜘1，，哩⊥1盤朧翁瀦・
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の部分に混入している．このことから・験てこの鋤が獅図ラウジ梱・1に槻される（顕御恨物）嶺瀬

集合型塊状部形成の楓または核的役1！舵するので1漁　第7図第3図と同1鎚理の後に現われた木ua異物（W）

いかと考える。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Su’mmaxy

　　5・この異物の混入状態をみるとラウジネス部に捲き　　　Lousiness　first　becornes　apParent　to　the　manufacturer

込まれているものと，表1面に（絹糸の裏面においても）　　　after　the　silk　is　boilecl　off　and　Clyecl，　The　lousiness

附着しているものとあり，前者は主として精練コ〔程で附　　　part　ot　yarn　is　excessively　flossy　whlte　or　light　colored

着し，簾は精練工程のほか宗瞭（布）等の摩擦を起す　・peck・re・eniblin9　d・・t・・1i・t・！・lithert。・w・thi・ked

ような賭工程・睡も附着して来る．したカ：つて絹を取扱　th・t・th・・caus・・f　1…iness・i・・nly　fl。s・y・・t・ke。f　fi・・

う翻にご僻の鋤を鋤塵芥力・あれ曝物獄を絶　・plit　fib・i1・f・ilk　fib・・a・d　d。・・n・t　thi・k・Cl　ve「y　hard

無鑛識儲鍛1＿・・に羅：灘灘臨誉器躍
対して1醐蝋嫉する・　　　　　　54）。。d　l〈．　Sen。。（・95・）。n　the　r…mbling　d・s・

　　　　　　　　丈　献　　　（i智欝認「，器｝「y三、，，、。d、，d．n．、he　cau、e。f

1．（Z）に同じ　263頁　　　　　　　　th・impurity　in　the　1・u・iness　…cl・・ul・1　t・kn。w　th・t

2ゼD．E．　D。uT。。nd　K．　B．　L・ITB・・R・w・ilk　P・・P・・　m・・t　p・・七・f・imp・・ity・f　th・m　i・b・c。m・fr・m　the

　　　　　　　　。rti。、，　C1。、sificati。。。f　r。w・ilk，　ca・se・f・th・r・than・ilk　itself・th・t　i・t・・ay，1・e

　　　　　　　　　Silk　th・。wi・g　”P262～277，（・922）　h°】d　the＄anユe°蘭n　as　K　Se無曾゜’sits・．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　result　led　from　above　hls　experlmenヒs　Is　as
　　　　　　　　　by　Warren　P．　Seem

・・三平文絹業試験所報皆・・（・・ll・）　f°1碧、，　en，1，1，d，。　se。s、bl。、m，、，、、y、h、，，、n、，、。

・・獺齢日本蚕糸学刻1…誌192（1950）　　fi。，d。，　mi，，。，c。P，、。　d、，ec、，y，，。d　1。t。。、　im，。，・ty

5・鰍騰蚕細究第3号1（1953－2）第6号　th、at．ca。、b，，。　d，，ec，、f，，，　s。1。、，d、。　fi。，　fib，il　of、llk

　　　外山鞭（1953－一一11）第8紫（1954－51　。・th，ilk・。1。bl。，e・g・n・，・・S・h・・1・zer！・s…t・…r

6・妹聯卜生糸検査所研究報告32（1953－一一11，）　、胴。％、。1。、i。。。f、ulphu，ic　acid，

7・金子難農靴学会謝3（8）（1936）　．　、・1。　the　1。。、・n．，、s　sp。・，・he　p，，c，…g・mix・d・f

・・荻原灘酬大靴要・撫佳学部N°・2　Serles，，。e、m，。，i、，、、・・～・・％i。。b。u・，，。d・h。＿b，・

　　　　　　　　　B（1952）　　　　　　。f　1。。、i。ess．i，　i。，。i，t，。ce　wi、h　sen，ibl。　imp。，ity　i，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。n！y　haif　as　much・・in　the　・t。ta11。usiness　which　is　in

　　　　　　　　　附図の説明　　　exi難認欝、孤，。，、、y　was　d、sc。v，，d、。、he

第1図　被服（主として木綿・和服・実験衣）から採取し　　　materials　at　this　experiment　as　follows，

　　　　響驚盟鷺轍饅鵬），　K・n・…m・・…yC・・…B・…W・・d　S・apl・…

　　　　C、…（綿糊のもの），h－・…燃s…雛　．％°f　mixtu「e　48・8　7・312’219’5

　　　　素人繊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aquatic　Fungi　Hair　Wool　Silk
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